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政策投資株式リスク管理

MUFGグループでは、リスク管理の観点から政策投資

株式リスクの定量分析を実施しています。TOPIXの変化

に対する政策投資株式（公開銘柄）の時価総額の変動を
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効率的で実効性のある内部監査の実施

内部監査部門では、限られた監査資源を有効かつ効率

的に活用するため、内部監査の対象となる部署や業務に

内在するリスクの種類や程度を評価し、それに応じて監

査実施の頻度や深度その他の優先順位づけ粃ゾこ伍リ施

取締役会による業務執行状況の監視・監督機能を強化

するとともに、内部監査部門の独立性を高める目的で、

持株会社、銀行、信託、証券各社に、社外取締役を委員

長とする監査委員会を設置しています。取締役会での決

議を要する内部監査計画の審議や実施した内部監査結果

の報告などの内部監査に係る重要事項は、内部監査部門

から監査委員会に直接報告され、監査委員会での審議を

経て取締役会に報告される体制となっており、業務執行

部門からの独立性を高めています。

■ 内部監査





大歳　卓麻（おおとし　たくま）

監査役
常勤監査役

宇野　節生（うの　せつお）

常勤監査役

松木　春夫（まつき　はるお）

監査役

今井　健夫（いまい　たけお）

監査役

須賀 （たかすか　つとむ）

監査役

岡本　圀衞（おかもと　くにえ）

執行役員
常務執行役員

沖原　 宗（おきはら　たかむね）
法人連結事業本部長

常務執行役員

後藤　俊夫（ごとう　としお）
受託財産連結事業本部長

常務執行役員

和田　哲哉（わだ　てつや）
リテール連結事業本部長

常務執行役員

金成　憲道（かなり　のりみち）
法人連結事業本部副本部長

常務執行役員

花水　範明（はなみず　のりあき）
法人連結事業本部副本部長

常務執行役員

見田　　元（みた　はじめ）
リテール連結事業本部副本部長

常務執行役員

内藤　　明（なｑ

受託財産連結事業本部佃本部長

常務執行役員

大森　京太（おおもり　きょうた）
米国ガバナンス担当

常務執行役員

原沢隆三郎（はらさわ　りゅうさぶろう）
事務・システム企画部担当

執行役員

島貫　和広（しまぬき　かずひろ）9�å�æ�þ�»
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��H�Ë
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（おさだ　ただちよ）
リテール企画部長

執行役員

小野寺　隆実（おのでら　たかみ）
投融資企画部長

執行役員

城戸　一彰（きど　かずあき）
リスク統括部部付部長

執行役員

結城　泰平（ゆうき　たいへい）
経営企画部部付部長

執行役員

田中　正明（たなか　まさあき）
経営企画部部付部長

執行役員

西村　充市（にしむら　じゅういち）
コンプライアンス統括部部付部長

執行役員

川崎　隆（かわさき　たかし）
采尅衣さか Ö 画部部付部長

齊上　裕弥（さいじょう　ゆうや）
受託業務企画部部長（特命担当）

執行役員

広井　幹康（ひろい　みきやす）
証券仲介部部長（特命担当）





三菱UFJ信託銀行株式会社 東京都千代田区 324,279百万円
信託業務

昭和2年3月10日 100
銀行業務

63.04
三菱UFJ証券株式会社 東京都千代田区 65,518百万円 証券業務 昭和23年3月4日

(0.22)

三菱UFJ投信株式会社 東京都千代田区 2,000百万円 投資信託委託業務 昭和60年8月1日
100

(4

三菱UFJ投信株式会社
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株式会社ディーシーカード 東京都渋谷区 7,600百万円 クレジットカード業務 昭和42年12月23日 (2.29)
[8.11]

ニューヨーク市 信託業務

BTMU North America アメリカ合衆国デラウェア州
32,302千米ドル Bank of Tokyo-Mitsubishihl 459,002百万円 金融業務 平成14閃 Y締閃 孅氈咎愾桰咎
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投資信託及び投資法人に関する法律に基づき、投
資信託委託業者が受益証券の発行によって集めた資
金を信託財産として受け入れ、これを委託者の指図
に者
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■三菱UFJフィナンシャル・グループ （単位：百万円）

事業年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

連結経常収益 3 2,772,528 2,555,183 2,628,509 4

1株当たり純資産額 516,832.48 円 417,951.31 円 620,797.48 円 673,512.65 円 692,792.38 円

1株当たり当期純利益
（△は1株当たり当期純損失） △28,921.99 円 △30,238.63 円 87,156.62 円 51,086.02 円 93,263.15 円

潜在株式調整後1株当たり当期純利益 ー ー 85,017.34 円 ー 89,842.26 円

連結自己資本比率（国際統一基準） 10.30 % 10.84 % 12.95 % 11.76 % 12.20 %

現金及び現金同等物の期末残高 1,741,798 4,049,530 3,034,525 4,243,076 6,238,548
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4. 連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

平成16年度 平成17年度
平成16年4月 1 日から 平成17年4月 1 日から（平成17年3月31日まで）（平成18年3月31日まで）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益 655,475 1,501,097
減価償却費 109,558 158,500
減損損失 5,059 12,613
連結調整勘定償却額 6,301 13,350
持分法による投資損益（△） △17,686 △15,768
貸倒引当金の増加額（減少：△） △89,569 △609,947
投資損失引当金の増加額（減少：△） △523 5,944
賞与引当金の増加額 3,560 10,332
退職給付引当金の増加額 6,403 9,410
日本国際博覧会出展引当金の
増加額（減少：△） 107 △265
資金運用収益 △1,426,668 △2,365,923
資金調達費用 419,691 884,422
有価証券関係損益（△） 13,414 24,800
金銭の信託の運用損益（△） △2,091 1,577
為替差損益（△） △109,940 △594,836
動産不動産処分損益（△） 4,277 6,711
特定取引資産の純増（△）減 △962,201 △728,864
特定取引負債の純増減（△） 526,116 38,500
約定済未決済特定取引調整額 △435,610 △2,548
貸出金の純増（△）
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務及び年金資産の見込額に基づき、必要額を計上しております。なお、会
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その額面金額は751�
取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び3ヵ月以上延滞債権に該当しない
ものであります。

6. 破綻先債権額、延滞債権額、3ヵ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額
は1,235,689百万円であります。但し、上砧債拳Đ跡奪2 ャ挫 しないつ6H9百万円でありまず∵
2,252,767百万円、有価証券は2,217,706百万円であり、対応する売現先勘定は
1,989,470百万円、債券貸借取引受入担保金は2,068,557百万円であります。

8. 当座貸越契約及び貸琶
支払承諾 1,482百万円
上犠 看廜 承僯擥‿ の カ匟 臋 臣3
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9. 土地の再評価に関する法律(平成10年3月31日　法律第34号)に基づき、国内連結子
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(税効果会計関係)

平成16年度 平成17年度
（自 平成16年4月1日　至 平成17年3月31日） （自 平成17年4月1日　至 平成18年3月31日）



70





72

三
菱
U
F
J
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

連
結
財
務
諸
表



















計 1,924,139 471,617 27,764 224,702 122,632 2,770,856 (142,346) 2,628,509

経常費用 1,480,549 340,051 33,909 212,207 93,459 2,160,177 (124,959) 2,035,218

経常利益（△は経常損失） 443,590 131,565 △6,144 12,494 29,172 610,678 (17,387) 593,291

II 資産 93,822,187 12,381,414 1,606,169 7,556,906 5,211,107 120,577,784 (10,292,276) 110,285,508
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三菱UFJフィナンシャル・グループ連結情報
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流動資産合計 123,353 254,500

固定資産
有形固定資産
建物 235 150
器具及び備品 207 270

有形固定資産合計 442 421

無形固定資産
商標権 38 60
ソフトウェア 375 287
その他 1 1

無形固定資産合計 415 350

投資その他の資産
関係会社株式 4,610,714 7,399,493
投資有価証券 700,000 ー
繰延税金資産 57 ー
その他 518 3,518
貸倒引当金 ー △248
投資損失引当金 ー △7,138

投資その他の資産合計 5,311,290 7,395,625

固定資産合計 5,312,148 7,396,397

繰延資産
創立費 343 ー

繰延資産合計 343 ー

資産合計 5,435,845 7,650,898

■ 財務諸表

22号）により、監査法人トーマツの監査を受けて
います。また、当社の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、利益処分計算書及び附属明細表については、証券取引法第193条の2の規定に基づき、監査法人トーマツの監査証明
を受けています。以下の貸借対照表、損益計算書及び利益処分計算書は、上記の財務諸表に基づいて作成しています。

1. 貸借対照表

平成16年度は旧三菱東京フィナンシャル・グループの数値を記載しています。

（単位：百万円）

平成16年度末 平成17年度末
（平成17年3月31日） （平成18年3月31日）

（負債の部）
流動負債
短期借入金 322,100 44,400
1年以内返済予定長期借入金 ー 312,400
未払金 13,316 654
未払費用 326 1,167
未払法人税等 3 119
繰延税金負債 345 4,086
預り金 101 277
賞与引当金 113 235
その他 ー 70
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（追加情報）

平成16年度 平成17年度
（自 平成16年4月1日　至 平成17年3月31日） （自 平成17年4月1日　至 平成18年3月31日）

当社は、株式会社東京三菱銀行及び三菱信託銀行株式会社が所有する三菱証券株式会社
の株式すべてを取得し、三菱証券株式会社を当社の直接出資子会社とする方針を決定して
おります。
(1) 株式取得の目的

当社グループは、平成17年10月のUFJグループとの経営統合に向けて準備
ており、三菱証券株式会社は、UFJ倶Η完 叠
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■ 資本・株式の状況（単体）

平成13年04月02日 1,146,500,000 当社設立日

平成14年03月31日 1,146,500,000

平成15年03月12日 1,249,921,200 有償公募 454,000株 発行価額　455,600円 資本組入額　227,800円

平成15年0

発行価額　2,500,000円　資本組入額　1,250,000円

平成17年03月31日 1,383,052,293

平成18年03月31日 1,383,052,293

ロンドン証券取引所（注）

第一回第三種優先株式 100,000 ー

第八種優先株式 27,000 ー

第九種優先株式 79,700 ー

第十種優先株式 150,000 ー

第十一種優先株式 1 ー

第十二種優先株式 175,300 ー

合計 10,779,852.61 ー
(注) 平成18年6月2日付でロンドン証券取引所の上場を廃止いたしました。

1. 資本金の推移

2. 発行済株式の内容
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銀行兜町証券決済業務室) 
6 ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ
ロンドン(常任代理人 株式会社みずほ 201 スタンダードチャータード銀行)

20 モルガン・スタンレ－アンドカンパニ－
インク (常任代理人 モルガン・スタンレー 63,280.00 0.61
証券会社東京支店)

合計 3,308,097.84 32.28Ýヰ遑

（平成18年3月31日現在）

所有株式数 持株比率
株主名 （株） （%）

株式会社整理回収機構 79,700.00 100.00
合計 79,700.00 100.00
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・支払リース料
減価償却費榛 克【償



120

三
菱
東
京
U
F
J
銀
行

連
結
財
務
諸
表





122

三
菱
東
京
U
F
J
銀
行

連
結
財
務
諸
表

(重要な後発事象)

平成16年度 平成17年度
（自 平成16年4月1日　至 平成17年3月31日） （自 平成17年4月1日　至 平成18年3月31日）

当行は平成17年4月20日付で、株式会社UFJ銀行との間で合併契約書を締結いたしま
した。
当該合併契約書は、平成17年6月28日開催の当行の第9期定時株主総会および各種類

株式にかかる種類株主総会において、承認可決されました。
(1)合併の目的

MTFGグループとUFJグループは、グローバルな競争を勝ち抜く「世界屈指の総合
金融グループ」を創造し、お客様に最高水準の商品・サービスを提供するとともに、グ
ループ会社が緊密に連携することで、お客様のあらゆる金融ニーズに総合的、かつ機
動的にお応えできる体制を飛躍的に強化するため、株式会社三菱東京フィナンシャル・
グループと株式会社UFJホールディングスの合併によりできる新持株会社の下で、株
式会社東京三菱銀行と株式会社UFJ銀行、三菱信託銀行株式会社とUFJ信託銀行株式
会社、および三菱証券株式会社とUFJつばさ真 ⺷、および三菱
�金薬合αの目的金訳㈪ かる酒菱銀行と株式会克
�合Τの目的
金 薬
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(6) 相手会社の規模
①株式会社UFJ銀行の最近連結会計年度末の連結貸借対照表は次のとおりです。
連結貸借対照表
(平成17年3月31日現在)

科目 金額
（資産の部）
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なお、当連結会計年度のVaR値及び侵ａ
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2.  所在地別セグメント情報 （単位：百万円）

平成16年度

アジア・
日本 北米 中南米 欧州・中近東

オセアニア
計 消去又は全社 連結
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［3］

①発行体 BTMU Preferred Capital Limited

②発行証券の種類 シリーズ１
非累積型・固定/変動配当・優先出資証券
（以下、「本優先出資証券」という）

本優先出資証券の所有者は、当行の発行する残余財産分配の順位が最も優先する優先株式と実質的に同順位の残余財産分配請求優先権を有し、三薩

士）。

③償還期á 永久ただし、平成23年1月以降の此当¨掃 に、発行体 そゎ裁量により、本優先出資証券の全部又は一部を償還しることができる鱗一定ゎ場合‡到、当該此当¨掃 前‡度いｗ 、発行体 裁量で、本優先出資証券の全部を償還しることができる麟。本優先出資証券の償還は、監督当局の事前承認

鱗そゎ時点で必要であれば麟を含め法的な必要条件‡則しｗ われる粒

④此当 非累積型・固定/変動配当当初10年間は固定配当（ただし、平成28年1月以降の此当計算期間に甜 ｗ 、変動配当が適 姿檞槗憐憐⊄”降酢 訣詔 報詔 当が停翩Y 瓜 巸 軸榆答く゚ 。本雄ぁの全 訣資は資醇ｗ 翩Y 瓜 巸 軸榆答く゚ 。本勇 徰ア要 訣Ξ
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(注)1. 合併期日までに乙の優先株式が普通株式に転換される可能性があるため、合併に際
して発行する新株式数は確定しておりません。

2. 平成17年3月31日現在の乙の発行済株式総数は以下のとおりです。
普通株式： 4,598,911,452株
第一回優先株式： 6,543,000株
甲種第一回優先株式： 200,000,000株
丁種第一回優先株式： 150,000,000株
丁種第二回優先株式： 150,000,000株
第一回戊種優先株式： 3,500,000,000株
第一回庚種優先株式： 400,000,000株
第二回庚種優先株式： 20,000,000株
第一回辛種優先株式： 25,000,000株
* 平成17年7月31日までに転換がなかった第一回優先株式は、平成17年8月
1日をもって普通株式に転換されます。

④増加すべき資本金および準備金等
甲が本合併により増加すべき資本金、資本準備金、利益準備金および任意積立金

その他の留保利益の額は、次のとおりです。
資本金 0円。
資本準備金 合併差益の額から下記利益準備金の額および下記任意積立金その他

の留保利益の額を控除した額。
利益準備金 合併期日における乙の利益準備金の額。
任意積立金その他の留保利益の額

合併期日における乙の任意積立金その他の留保利益の額。ただし、
積立てるべきξ答吚
すゐ。 簽

譜その村 日現在の便 ろン とし＆

を合併期日にお豓∵



153

三
菱
東
虻
琶
∵

【

琶





155

三
菱
東
京
U
F
J
銀
行

財
務
諸
表

6. 時価評価されていない有価証券の主な内容及び貸借対照表計上額（2. 3.を除く） （単位：百万円）
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(3) 株式関連取引（平席
務
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(8) 特定海外債権残高 （単位：億円、カ国）
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（単位：億円）

平成16年度（旧東京三菱銀行） 平成16年度（旧UFJ銀行） 平成17年度

期首残高 期中増加額 期中減少額 期末残高 期首残高 期中増加額 期中減少額 期末残高 期首残高 旧UFJ銀行 期中増加額 期中減少額 期末残高
からの引継額

(△7) (△19)
一般貸倒引当金 3,504 2,316 3,504 2,316 12,113 9,253 12,168 9,198 2,336 4,862 6,829 7,198 6,829

(△9) (△2) (△20)
個別貸倒引当金 1,139 1,668 704 2,103 6,370 4,916 7,605 3,681 2,123 2,636 970 3,279 2,450

(△0)
特定海外債権引当勘定 59 1 59 1 25 16 25 16 1 0 0 1 0

(△16) (△2) (△39)
合計 4,702 3,986 4,267 4,421 18,510 14,186 19,799 12,896 4,460 7,498 7,800 10,478 9,281

（注）期首残高欄の（ ）内の計数は、為替換算差額です。
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(2) 第一回第二種優先株式 （平成18年3月31日現在手
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平成16年度（旧東京三菱銀行） 平成16年度（旧UFJ銀行） 平成17年度

1株当たりの配当金（普通株式） 36.24円 ー 137.45円
うち中間配当額 (3.92円) (ー ) (124.89円)

1株当たりの配当金（第一回第一種優先株式） 82.50円 ー
うち中間配当額 (41.25円) (ー )

1株当たりの配当金（第一回第二種優先株式） 6.42円 ー 60.00円
うち中間配当額 (ー ) (ー ) (30.00円)

1株当たりの配当金（第一回第三種優先株式） ー 15.90円
うち中間配当額 (ー ) (ー )

1株当たりの配当金（第一回第四種優先株式） ー 18.60円
うち中間配当額 (ー ) (ー )

1株当たりの配当金（第一回第五種優先株式） ー 19.40円
うち中間配当額 (ー ) (ー )

1株当たりの配当金（第一回優先株式） ー

ーーーーーーー∵
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(重要な後発事象)

平成16年度 平成17年度
（自 平成16年4月1日　至 平成17年3月31日） （自 平成17年4月1日　至 平成18年3月31日）

当社は、平成17年10月1日を合併期日として合併することに合意し、平成17年4月20
日付で、ユーエフジェイ信託銀行株式会社(以下、UFJ信託銀行株式会社という)との間で
合併契約書を締結いたしました。
これは、三菱東京フィナンシャル・グループとUFJグループの経営統合の一環として、

両グループの信託銀行が合併を行うこととしたものです。
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(2) セグメント間の内部経常収益 3,285 4,117 7,402 (7,402) ―

計 489,792 36,592 526,384 (7,402) 518,982

経常費用 344,663 34,285 378,949 (7,036) 371,912

（単位：百万円）

平成16年度末 平成17年度末

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

うち1年超 うち1年超

店頭　　クレジット・デフォルト・オプション
売建 25,086

珠建 ċė孅敗孅愀祗猖箚 猖祗排Ŵ孅

琶齞 ミ廬 廬 廬 廬 廬 廬 廬 廬 蒄

買建 ― ― ― ― ― ― ― ―

合計 196 196 171 171
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2.  所在地別セグメント情報 （単位：百万円）

平成16年度

アジア・



199











204

三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

財
務
諸
表

2. 損益計算書

（単位：百万円）

平成16年度 平成17年度
平成16年4月 1 日から 平成17年4月 1 日から
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(損益計算書関係)

平成16年度 平成17年度
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(注)1株当たり当期純利益及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。

平成16年度 平成17年度
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(重要な後発事象)

平成16年度 平成17年度
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5. 時価評価されていない有価証券の主な内容及び貸借対照表計上額 （単位：百万円）

平成16年度末 平成17年度末

子会社株式及び関連会社株式 子会社株式
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（単位：百万円）

平成16年度末 平成17年度末

評価差額
その他有価証券
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（単位：億円）

平成16年度（旧三菱信託銀行） 平成16年度（旧UFJ信託銀行） 平成17年度（合算）
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2. 元本
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(2) 財産形成信託の受託残高及び加入者数 （単位：百万円、千人）

平成16年度末（旧三菱信託銀行） 平成17年度末

財産形成信託　　　　〈一般〉
受託金額 253,827 377,067
加入者数 118 180

財産形成信託　　　　〈年金〉
受託金額 109,971 189,950
加入者数

財産形成信託　　　　〈一般赧
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(2) 貸出金の契約期間別残高 （単位：百万円）

平成16年度末（旧三菱信託銀行） 平成16年度末（旧UFJ信託銀行） 平成17年度末

1年以下 87,713 12,103 70,415

1年超3年以下
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② 地域別リスク管理債権

信託勘定におけるリスク管理債権の債務者はすべて「国内」です。
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計 19,490 13,577 18,803

地方債
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(2) 預金種類別平均残高 （単位：億円）

平成16年度（旧三菱信託銀行） 平成16年度（旧UFJ信託銀行） 平成17年度

国内業務部門
流動性預金
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(1) 普通株式 （平成18年3月31日現在）

所有株式数 持株比率
株主名 （千株） （%）
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■ 開示項目一覧

銀行法施行規則第34条の26 （以下のページに掲載しています）

三菱UFJフィナンシャル・グループ

銀行持株会社の概況及び組織に関する次に掲げる事項



銀行法施行規則第19条の2（単体ベース）

三菱東京UFJ銀行 三菱UFJ信託銀行

1. 経営の組織 26、27 34

2. 持株数の多い順に十以上の株主に関する次に掲げる事項
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目
一
覧

銀行法施行規則第19条の3（連結ベース）

三菱東京UFJ銀行 三菱UFJ信託銀行

1. 銀行及びその子会社等の主要な事業の内容及び組織の構成 25～31 33～37

2. 銀行の子会社等に関する次に掲げる事項

（1）名称 29～31 36、37

（2）主たる営業所又は事務所の所在地 29～31 36、37








